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Ｒがついている資料は、図書館の中でご利用ください。

県北管内
R 信達風土雑記 日下兼延／著 元文５（１７４０）

元文五年信達風土雑記　（福島県史　24　民俗2） 福島県／編 福島県 1967 L210.1/F1/1-24

元文・宝暦信達風土雑記　（福島県史　24　民俗2） 福島県／編 福島県 1967 L210.1/F1/1-24

信達一統志　（福島市史資料叢書　第30輯） 福島市史編纂委員会／編 福島市教育委員会 1977 L211/F3/30

信達一統志　（福島県史料集成　第1輯）
福島県史料集成編纂委員会／
編

福島県史料集成刊
行会 1952 L210.08/F5/1

底本は国立国会図書館所蔵本。

信達一統志　（岩磐史料叢書　上，中巻） 岩磐史料刊行会／編 岩磐史料刊行会 1916 L210.08/G1

R 信夫郡村誌　巻1～巻7 中川英右／編 福島県 1879 L291.1/F1

R 伊達郡村誌  巻1～巻13 〔福島県〕／編 福島県 1879 L291.2/F1/2

R 信夫郡村誌　第1巻～第3巻 中川英右／編 歴史図書社 1980 L291.1/N1/5

R 伊達郡村誌  第1巻～第4巻 中川英右／編 歴史図書社 1980 L291.2/N3/1

歴史図書社から刊行された復刻版。前掲の「信夫郡村誌」と「伊達郡村誌」を原本としている。

R 信達二郡村誌 中川英右／編 香雪精舎 1900 L291.1/N1/4

信達二郡村誌　（福島市史資料叢書　第36，40，43輯） 福島市史編纂委員会／編 福島市教育委員会 １９８２～８５ L211/F3

信達二郡村誌　（福島県史料集成　第4，5輯）　5輯はR 福島県史料集成編纂委員会／編
福島県史料集成刊
行会 1953 L210.08/F5

R 信夫郡小誌 信夫郡／編 信夫郡 1925 L291.1/S4/1

R 信夫郡小誌   （福島県郡誌集成　第1） 福島県史料叢書刊行会／編
福島県史料叢書刊
行会 1966 L291.08/F1/1

信夫・伊達両郡の村誌は明治33年（1900）中川英右により附録を加え、信夫郡11冊、伊達郡13冊、
附録4冊から成る「信達二郡村誌」として印刷、出版された。

明治政府が明治8年（1875）発した地誌編纂の命により、福島県では各町村に地誌の提出を求めた。
信夫郡・伊達郡については編輯係の中川英右が担当し、「信夫郡村誌」７冊「伊達郡村誌」１３冊とし
てまとめられた。

明治44年（1911）県が掲示した郷土誌編纂要項の訓令により編纂された郡誌。

福島大学附属図書館所蔵本（著者自筆本）を底本とした活字本。著者は鎌田の人志田正徳。農作
業に従事するかたわら村々を調査し、信夫郡を天保12年（1841）、伊達郡を嘉永6年（1853）にまとめ
ている。信夫郡は全村が記述されているが、伊達郡は暮子坊荘と小手荘のみ残されている。

ふくしま郷土の歴史
～風土記・郡村誌などの地誌について～

　当館の地域資料では、近世から近代にかけ県内各地で編纂された風土記や郡村誌などの地誌類
を数多く所蔵しています。
　これらの資料は、藩や政府の命によりまとめられたものがほとんどですが、当時の各地の状況を知
ることができる資料としてたいへん貴重なものとなっています。
　先人たちが残した郷土の記録、地誌についてご案内します。

L291.1/K1/1

写本。成立は元文2年（1737)、信夫郡・伊達郡についての最も古い地誌といわれるが原本は散逸し
ている。写本で流布し後の書入れのあるものが多い。当館では上記を含め５種類を所蔵している。



伊達郡誌 伊達郡／編 伊達郡 1923 L291.2/D1/1

R 伊達郡誌   （福島県郡誌集成　第1） 福島県史料叢書刊行会／編
福島県史料叢書刊
行会 1966 L291.08/F1/1

二本松管内
R 積達大概録 〔不明〕 〔不明〕 L291.2/S2/1

積達大概録  (二本松市史　第6巻 　資料編4 近世3) 二本松市／編 二本松市 1982 L212/N2/1-6

R 松藩捜古  上，中，下巻 成田頼直／著 〔不明〕 〔不明〕 L212/N1/2

松藩捜古　（福島県史料集成　第2輯） 福島県史料集成編纂委員会／編
福島県史料集成刊
行会 1952 L210.08/F5/2

松藩捜古　（二本松市史　第3巻） 二本松市／編 二本松市 1981 L212/N2/1-3

R 相生集  巻1～巻20 大鐘義鳴／著 〔不明〕 〔不明〕 L291.2/O1/1

相生集　（岩磐史料叢書　中巻，下巻） 岩磐史料刊行会／編 岩磐史料叢書刊行会 1917 L210.08/G1

相生集　上，下 二本松市 二本松市 2005 L291.2/O1/2

R 安達郡案内 安達郡／編 安達郡 1911 L291.2/A2/1

R 安達郡案内   （福島県郡誌集成　第2） 福島県史料叢書刊行会／編
福島県史料叢書刊
行会 1966 L291.08/F1/２

県中・白河管内
R 安積郡誌抄 志賀兼四郎／編 安積教育部会 1916 L291.3/S1/1

R 安積郡誌抄   （福島県郡誌集成　第2） 福島県史料叢書刊行会／編
福島県史料叢書刊
行会 1966 L291.08/F1/２

R 白河風土記　天ノ巻，地ノ巻 広瀬典／著 堀川古楓堂 1932 L291.5/H1

白河風土記　（福島県史料集成　第4輯） 福島県史料集成編纂委員会／編
福島県史料集成刊
行会 1953 L210.08/F5/４

田村郡郷土史 田村郡教育会／編纂 臨川書店 1988 L２９１．４/T1/3

明治37年（1904）刊行の復刻本。

田村郡郷土史　（福島県史料集成　第2輯） 福島県史料集成編纂委員会／編
福島県史料集成刊
行会 1952 L210.08/F5/2

R 岩瀬郡誌 岩瀬郡／編 岩瀬郡 1923 L291.4/I1/1

R 石川郡誌 石川郡／編 石川郡 1923 L291.4/I2

明治44年（1911）県が掲示した郷土誌編纂要項の訓令により編纂された郡誌。

明治44年（1911）県が掲示した郷土誌編纂要項の訓令により編纂された郡誌。

二本松藩領内の村勢要覧的なもの。成立は享保年間と推定される。類書が多く本書は昭和10年頃
当館で「安達安積大概録」から書写した。

写本。二本松藩士成田頼直は、領内の史料を収集し寛政11年（1799）「松藩徴古」を著した。これを
修正増補したのが文化元年（1804）完成の「松藩捜古」である。

明治44年（1911）県が掲示した郷土誌編纂要項の訓令により編纂された郡誌。

大正元年に刊行された活字本の再刊。白河藩主松平定信の命により藩の儒学者広瀬典が編纂。完
成は文化2年（1805）。

写本。著者は二本松藩士。江戸詰めが多かったため300点以上の史料を参照しまとめ上げた。天保
12年（1841）完成。二本松藩の代表的な地誌。

市が平成17年に刊行した読みやすい活字本。

明治44年（1911）県が掲示した郷土誌編纂要項の訓令により編纂された郡誌。

明治44年（1911）県が掲示した郷土誌編纂要項の訓令により編纂された郡誌。



東白川郡史 東白川郡史刊行会／編纂 臨川書店 1988 L215/H2/2

大正8年（1919）刊行の復刻本。

R 東白川郡史　（福島県郡誌集成　第5集） 福島県史料叢書刊行会／編
福島県史料叢書刊
行会 1970 L291.08/F1/５

西白河郡誌 西白河郡／編 西白河郡 1915 L291.5/N2/1

R 西白河郡誌　（福島県郡誌集成　第6,7集） 福島県史料叢書刊行会／編
福島県史料叢書刊
行会 1966 L291.08/F1

会津管内
R 会津風土記 〔不明〕 寛文６序 L291.6/A1/1

会津風土記・風俗帳　巻1～巻3 庄司吉之助／編著 歴史春秋社 1979 L291.6/A8

R 会津鑑　巻3～巻66 高嶺慶忠／著 〔不明〕 〔不明〕 L216/A8

会津鑑　1～5 高嶺慶忠／編 歴史春秋社 1981 L216/A29

R 新編会津風土記　1巻～120巻 〔不明〕 〔不明〕 L291.6/S1/1

R 新編会津風土記  第1巻～第5巻　（大日本地誌大系） 雄山閣 1977 L291.6/S6

新編会津風土記  第1巻～第5巻 歴史春秋出版
１９９９－
２００３ L291.6/S16

新編会津風土記  （福島県史料集成　第1輯～第3輯） 福島県史料集成編纂委員会／編
福島県史料集成刊
行会 1952 L210.08/F5

福島県北会津郡郷土誌 北会津郡役所／編 千秋社 2003 L291.6/K2/2

大正6年（1917）福島県北会津郡役所刊行の復刻本。

R 北会津郡郷土誌　（福島県郡誌集成　第11集） 福島県史料叢書刊行会／編
福島県史料叢書刊
行会 1967 L291.08/F1/11

福島県耶麻郡誌 耶麻郡役所 歴史春秋社 1978 L291.6/Y1/2

大正8年（1919）耶麻郡役所刊行の復刻本。

河沼郡案内 河沼郡協賛会／編 河沼郡協賛会 1910 L291.7/K1/1

明治44年訓令の前年に刊行された郡誌。

R 河沼郡案内　（福島県郡誌集成　第12集） 福島県史料叢書刊行会／編
福島県史料叢書刊
行会 1967 L291.08/F1/12

南会津郡案内誌 南会津地方文化団
体連絡協議会 1987 L291.7/M1/2

明治41年（1908）福島県南会津郡農会刊行の復刻本。

R 南会津郡誌 南会津郡／編 南会津郡 1914 L291.7/M2/1

R 大沼郡誌 大沼郡／編 大沼郡 1923 L291.7/O1/1

写本。「新編会津風土記」に先立つ地誌。寛政元年（1789）成立。著者は100巻にまとめ藩に提出し
たが、写本が現存するのは66巻まででその中にも欠巻がある。

写本。江戸時代を代表する地誌。編纂のための地志方が組織され、6年後の文化6年（1809）藩主松
平容衆の序文を付し120巻が完成。「会津風土記」を基とし綿密な調査、編集により各項目を詳述し
ている。

明治44年（1911）県が掲示した郷土誌編纂要項の訓令により編纂された郡誌。

写本。会津藩初期の地誌。藩主保科正之が久しく風土記編纂が行われていないことを憂え、村々か
ら土地帳を提出させ監修したもの。寛文6年（1666）成立。

明治44年（1911）県が掲示した郷土誌編纂要項の訓令により編纂された郡誌。

明治44年（1911）県が掲示した郷土誌編纂要項の訓令により編纂された郡誌。



いわき・相双管内
磐城風土記　（磐城誌料叢書） 諸根樟一／解題 平読書クラブ 1987 L218/I14

R 磐城風土記　（いわき市史　第9巻） いわき市史編さん委員会／編 いわき市 1972 L218/I7/9

磐城志　（岩磐史料叢書　上巻） 岩磐史料刊行会／編 岩磐史料刊行会 1916 L210.08/G1/1

R 磐城郡村誌　巻1～巻11 大須賀次郎／編 福島県 1878 L291.8/F1

石城郡誌 石城郡／編 石城郡 1922 L291.8/I1/2

石城郡誌　（福島県史料集成　第1輯） 福島県史料集成編纂委員会／編
福島県史料集成刊
行会 1952 L291.08/F5/1

R 石城郡誌　（福島県郡誌集成　第15集） 福島県史料叢書刊行会／編
福島県史料叢書刊
行会 1968 L291.08/F1/15

石城郡郷土大観 黒沢常葉／著 聚海書林 1982 L291.8/K6/1

R 奥相志　（相馬市史　4） 相馬市／編 相馬市 1969 L219/S9/4

R 宇多郡村誌　巻1～巻19 川瀬教文／編 福島県 １８８３－８４ L291.9/F2/2

宇多郡村誌　（福島県史料集成　第3輯） 福島県史料集成編纂委員会／編
福島県史料集成刊
行会 1952 L210.08/F5/3

R 双葉郡郷土誌 双葉郡／編 双葉郡 1913 L291.2/F3/1

R 双葉郡郷土誌　（福島県郡誌集成　第16集） 福島県史料叢書刊行会／編
福島県史料叢書刊
行会 1969 L291.08/F1/16

地誌の概要がわかる資料
福島県史　第21巻　文化2 福島県／編 福島県 1967 L210.1/F1/1-21

福島県史　第23巻　民俗1 福島県／編 福島県 1964 L210.1/F1/1-23

ｐ1317～1366　第4編 風俗帳　2 解説風土記・風俗帳　

福島県の地名　（日本歴史地名大系　第7巻） 平凡社 1993 L291.03/F25/1

ｐ1106～1113　文献解題

明治政府が明治8年（1875）発した地誌編纂の命によりまとめられたもの。宇多郡は現在の相馬市か
ら新地町にかけての地域。

ｐ232～242　第1編・第2章・第2節 歴史学　2 明治前期　3 明治後期・大正期

昭和3年（1928）郷土顕彰会刊行の復刻本。

平藩主内藤義泰が父の遺志により儒者葛山為篤に命じて寛文8年（1668）に編纂させた地誌。

明治政府が明治8年（1875）発した地誌編纂の命によりまとめられたもの。磐城郡は現在のいわき市
南部四倉地区。

編纂は平藩主安藤家に仕えた中老にして地理学者、鍋田晶山。完成は文政9年（1826）と推定され
るが、焼失により伝わるのは一部分のみである。

明治44年（1911）県が掲示した郷土誌編纂要項の訓令により編纂された郡誌。

明治44年（1911）県が掲示した郷土誌編纂要項の訓令により編纂された郡誌。

「奥相志」は奥の相馬に関する記録という意。藩命により安政4年（1857）から相馬藩士斎藤完隆が編
纂に携わり明治4年（1871）完成。相馬地方の村々の記録を179巻にまとめた。


